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陸上自衛隊松山駐屯地広報紙

主な記事
駐屯地司令交代挨拶、災害派遣 （１面）
部隊投稿、部隊紹介、隊員紹介 （２面）
駐屯地成人行事、防災訓練 （３面）
炊事競技会、カウンセリングコラム （４面）
定年退官者・定期異動見送り （４面）

平素より松山駐屯地の活動に御理解と御協力を賜り、心より感謝申し上げます。春暖の候、ますますご清祥の
こととお慶び申し上げます。本年３月に松山駐屯地司令を拝命した２等陸佐 玉井慎太郎と申します。
前任の谷川２佐が掲げていた地域との一体化の精神を継承し、駐屯地協力会をはじめ、地域の皆様と共にこの

良き関係をさらに紡いでいく所存です。
松山駐屯地は、昨年４月の豊後水道沖地震、７月の松山城土砂災害、８月の日向灘地震（南海トラフ巨大地震

臨時情報）においても、災害派遣準備態勢に移行し愛媛県庁等に連絡員を派遣する等、関係自治体・機関と密接
に連携し、「備え」を万全にしております。我々がこれら活動に従事することができますのも、松山駐屯地協力
会、地域の皆様のお力添えによるものであり、駐屯地司令として深甚なる感謝を申し上げます。
これからも引き続き、皆様の安心・安全を守る県内唯一の自衛隊駐屯地として、愛媛県の防衛・警備・災害等

への事態に備え、日々の訓練に励むとともに、本「いしづち」を通じ、皆様と松山駐屯地との絆をさらに強固な
ものにしてまいりたく存じます。
また、令和７年１０月１９日（日）に松山駐屯地創立７０周年記念行事を予定しており、日々の訓練成果の一

端を直接皆様にお披露目するとともに、日頃の皆様からの御支援、御協力に対する感謝の気持ちをお伝えできれ
ばと存じております。
結びに、皆様の益々の御健勝、御多幸を祈念申し上げ、御挨拶とさせていただきます。

第４２代松山駐屯地司令着任

中部方面特科連隊第４大隊長

兼ねて松山駐屯地司令 2等陸佐 玉井 慎太郎

駐屯地司令要望事項

「自己の役割を果たせ」「地域との密接な連携」

新たな体制「備え」を万全に

愛媛県今治市長沢の林野火災に伴う災害派遣
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。

ま
た
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中
部
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特
科
連
隊
第
４
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速
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開
設
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沢
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調
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状
把
握
と
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応
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調
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た
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戒

な
ど
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実
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し
た
。
ま
た
、
地
上
映
像
伝
送
シ
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テ
ム
に
よ
り
状
況
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
共
有
し
、
消
火
活
動
や
被
害
状
況
の
把
握
を
行
っ
た
。

愛媛県庁LO 地上映像伝送

現地LO 駐屯地指揮所ヘリによる消火活動

災害派遣
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私の趣味は野球です。小学校から高
校まで１２年間野球を続けてきました。
社会人になってからは、バットを握る
こともなくなりました。しかし、最近
部隊の先輩とキャッチボールをする機
会があり、少しの時間でしたが、やは
り野球は楽しいなと実感しました。
野球を通じて得ることできた真夏の

炎天下や寒空の下でも鍛えた精神と肉
体とチームプレーで培った経験を活か
し、今後の職務に邁進していきたいと
思います。

第３次募集期自衛官候補生課程修了式

第１１０教育大隊は、第３次募集期自衛官候補生
（３０名）の修了式を２月１５日、松山駐屯地体育
館で実施した。
約３ヶ月の厳しい教育を修了した新隊員は逞しく

なった姿を、来賓及びご家族の方々に披露した。式
典で大隊長が応援の辞を贈ると、新隊員代表 夘ノ
木２等陸士が「困っている人をいち早く助けられる
隊員になりたい」と答辞を述べ、その決意を新たに
した。式後には、約５年ぶりとなる祝賀会食を隊員
食堂で実施し、新隊員はご家族や同期、指導部の区
隊長・班長達と歓談、楽しいひとときを過ごした。
新隊員は２月２０日に全国各地の職種部隊に配属

され、各職種の技能を身につけていく。

新たな決意とともに

修了式 答 辞

修了行進 祝賀会食

中部方面特科連隊第４大隊第１２中隊

１等陸士 田原 朱琳
第１４後方支援隊第２整備中隊
高射直接支援小隊

３等陸曹 古山 京介

私達は、高射直接支援小隊です。主な任務は第１４高射特科
隊が運用する車両・誘導武器・通信・火器・施設の整備を行う
ことです。装備の維持・管理を通じて、高射特科隊の任務遂行
を後方から支援しています。我が小隊は、日々明るく前向きな
姿勢で整備に取り組み、安全で確実な運用を目指しています。
また、チームワークを大切に技術向上に努め、与えられたすべ
ての任務を全うすることに誇りをもって勤務しています。

装備の維持が任務遂行の鍵

高射直接支援小隊の役割

野球が教えてくれたこと
１２年間の経験と今後の活かし方

部隊投稿

部隊投稿

隊員紹介部隊紹介

第１４高射特科隊（隊長 渡辺大嗣２等陸佐）は、１月１４日(火)から１７日
(金)までの間、令和６年度旅団災害対処演習に参加した。
本演習は、南海トラフ巨大地震が発生し、愛媛県内で最大震度７を観測し大津

波が発生したとの想定の下、発災直後における自衛隊と防災関係機関が連携した
初動対処を焦点とした実動訓練である。
訓練に参加した隊員は、速やかに高射特科隊指揮所を開設し、出動準備を実施

するとともに、初動対処部隊を訓練地域である宇和島市丸山公園に派遣して、災
害用ドローンを活用した映像伝送を実施し、空中からの情報収集により被害情報
等を確認した。また、県南予地域の隊区担任地域へ連絡員を派遣し、各防災担当
者との現地調整を行い、迅速な初動対応のための手順を確認した。
引き続き防災関係機関と密接に連携し、４コ市町（宇和島市・愛南町・松野

町・鬼北町）の隊区担任部隊として即応性及び災害対処能力の向上を目指す。

令和６年度旅団災害対処演習
防災担当者との現地調整
（愛南町消防本部）

災害用ドローンによる情報収集
（宇和島市丸山公園）

迅速な初動対応、連携の強化
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令和６年度松山駐屯地成人行事

中部方面特科連隊第４大隊は、１月１２日から
１７日の６日間、関係部外機関と連携し大規模災
害発生時における対処能力向上を目的とした訓練
を実施した。四国内で多数の人命・物的被害が発
生したという想定のもと、県からの要請に迅速に
対応するための訓練が行われた。
訓練では、被災地への速やかな移動を確保する

ため、高速道路が通行不能となった場合の代替
ルートを検証した。また、今治管理センターの職
員と、中央分離帯ワイヤーロープの開放による緊
急通行訓練を実施した。さらに、松山市消防局員
とともに、被災地における緊急患者のヘリコプ
ター搬送訓練にも取り組んだ。
今回の訓練は、発生が予測できない大規模災害

に迅速に対応できるよう隊員たちが即応態勢を確
立することを目的として行われた。

駐屯地は、１月２２日に令和６年度松山駐屯
地成人行事を実施した。本行事は、二十歳と
なった隊員の門出を祝うとともに、自衛官及び
社会人としての自覚を促すことを目的としてい
る。式典では、駐屯地司令よる式辞、来賓によ
る祝辞や新成人代表による決意表明が述べられ
た。新成人たちは、これからの自衛隊生活への
決意を新たにし、仲間たちと共に成長すること
を誓った。会場は厳かな雰囲気に包まれ、新成
人の家族や先輩隊員たちからの祝福を受けた。

「関係機関と連携し、大規模災害に備える」

未来への誓い、新成人たちの決意

令和６年度中部方面隊実働演習「南海レスキュー2024」

成人行事

防災訓練

式 典

家族との会食 恒例の綱引き

成人の主張

答 辞

消防との患者搬送

ワイヤー解放初動部隊集合

ヘリ搬送訓練
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松山駐屯地業務隊
衛生科 谷本技官

イベント情報
配信中！

Twitter

退官予定者
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令和６年度炊事競技会

「
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
」

何
か
し
ら
新
し
く
な
る
季
節
、
春
。

若
か
り
し
頃
、
新
社
会
人
と
な
っ
た
初
日
に
上
司
か

ら
言
わ
れ
ま
し
た
（
自
衛
隊
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
や
ら
か
し
た
っ
て
死
ぬ
わ
け
じ
ゃ

な
い
ん
だ
か
ら
、
思
い
切
っ
て
や
り
な
さ
い
。
」
と
。

今
で
も
そ
の
言
葉
は
、
部
下
の
や
る
気
を
出
さ
せ
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に
損
な
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
相
手
の
心
に
響
く
言
葉
が
言
え
る
よ
う
に
な

り
た
い
も
の
で
す
ね
。

生地のカット

隊員実食 実食審査 優勝 本管中隊

生地の粉落とし 秒管理の釜茹で 天ぷら揚げ

衛生管理チェック 生地伸ばし

任官幹部紹介

中特連４大１０中
３等陸尉

坂元 開

中特連４大１０中
３等陸尉

松尾 和彦

中特連４大１１中
３等陸尉

中野 海

中特連４大１２中
３等陸尉

高梨 蓮太郎

炊事競技会

今年は手打ち
うどんだよ！

辞令書交付 大隊長激励

定年退官者・定期異動見送り

定年 福田３佐 一般隊員見送り

部隊長見送り 駐屯地司令見送り

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ラ
ム

“心
の
ケ
ア
”


